
令和６年度 第４回 学校運営協議会記録 

 学校名 払戸小学校 

開催日時 

２月１８日（火） 

 １０：１０～１０：２５ 休み時間の様子を自由参観 

 １０：３０～１１：０５ 授業参観 

 １１：１０～１２：００ 協議会 

出席者名 

学校運営協議会委員 ８名 

鈴木誠孝（会長）、海道利夫（副会長）、三浦金悦、山田真由美、伊藤睦子 

小松貴典、小玉和彦（校長）、秋山真貴子（教頭） 

協議内容 

委員発言内容 

等 

【協議内容】 

①学校経営の重点に対する取組について 

②払戸小学校教育活動への支援状況について 

③学校評価について 

【委員発言内容等】 

○授業では、挙手をして椅子をしまってから発表していた。日頃の指導がしっかり

している。 

○昔の道徳は厳しく教えるイメージであったが、今日参観した道徳は楽しく自然体

で行われていた。 

○少人数のよさを生かし一人一人に目を配っている。統合後も目配りしてもらえる

とありがたい。 

○椅子の座り方について評価が低いが、授業を参観してみて確かに椅子に寄りかか

って座っている児童が多いと感じた。 

○１、２年生の挨拶が素晴らしい。校長先生が毎朝街頭指導していることにも感謝

したい。 

○「有終の美を飾る」という合言葉が、みんなで取り組む意欲につながった。 

○外から見ていても今年は学校が一丸となって頑張ったことがよく分かる。 

○学校が一体感をもって地域を巻き込んだ運営をしている。 

○地元愛を重視し、ふるさと教育を実践していたこともよかった。保護者も地域の

方もよくがんばった。 

○市長と会う機会があったが、閉校記念学習発表会の歴史劇にとても感動していた。 

○有終の美畑や紙粘土での校歌製作など、６年生が自主的に学校を盛り上げている

ことが素晴らしい。 

○学校報や廊下の写真から校内の様子がよく伝わってくる。今までの歴史の中で最

高の状態で閉校を迎えることになった。先生方に感謝したい。 

○地域行事に保護者がくることが少ない。核となる学校がなくなってどうなるのか

不安である。 

○放課後子ども教室では学校に本当によくしてもらった。 

○今年度は保育園訪問がたくさんあった。小学生の姿勢や挨拶に憧れを覚え、自分

たちもやろうという園児の意欲につながった。４月から架け橋カリキュラムが始

まるが、払戸地区の実践をベースにやっていけるとよいのではと思っている。 

 


